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地区テーマ 「参加してロータリー活動を楽しもう」 

「世界を変える行動人」 

国際ロータリー第2640地区 ガバナー  中 野  均

9月は「基本的教育と識字率向上月間」と「ロータリーの友月間」です。 
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ＲＩ会長 9月のメッセージ     ＲＩ会長 マーク・ダニエル・マローニー 



ガバナー 9月のメッセージ         ガバナー 中 野  均 

基本的教育と識字力は、貧困問題や保健上の課題に取り組むた
めに必要となり、地域社会の発展を導き、争いのない世界を実現す
るには欠かすことの出来ない要素となります。ロータリーでは、「基
本的教育と識字率向上」は、６つの重点分野の一つなっており、数
多くのプロジェクトが実施され、国連ミレニアム開発目標を力強く
サポートしています。 

世界には、子供たちが基本的な教育を受けられず、成人が十分に読み書きできない国や
地域があります。そうした地域で基本的教育を提供し、識字率を上げれば、そのほかの諸問
題の解決（貧困の削減、健康状態の改善、地域社会と経済の発展、平和構築等）の糸口をつ
かむことができます。識字率は、世界全体で向上しています。教育における男女間の格差も
縮小してきていますが、今後も状況を改善していくにはさらなる支援が必要となります。 

また、世界には、学校に通っていない児童が５８００万人、読み書きができない成人が７億８１
００万人います。低所得国のすべての子どもが基本的な識字力を身につけて学業を終えるこ
とができれば、推定１億７１００万人が貧困から解放されるとされています。これは、世界の貧
困率における１２％の減少に相当します。 

基本的教育・識字が重視される理由は、すべての女性が初等教育を修了すれば、妊婦の死
亡率は６６％減少する。読み書きのできる母親を持つ子どもは、読み書きのできない母親と
比べて、５歳以上まで生き延びる確率が５０％高い。と言われています。 

日本人にとって読み書きは呼吸と同じくらい自然な行為に思えても、世界には教育の機会
に恵まれない人びとが大勢います。こうした人びとは、仕事を得るために履歴書を書いた
り、子どもの通信簿を読んだり、処方薬の説明書を読んだりすることができません。 

皆さま、今一度考えてみませんか。 

・低所得国の成人の識字率はどのくらいか。 

・読み書きの習得の妨げとなる要因は何か。 

・人びとは読み書きの習得で何が変わることを期待しているか（例：もっと良い仕事に就く、
母語ではない公用語に慣れる、家計簿をつけて預金を増やす、子どもの宿題を手伝う
等）。 

・その他  

基本的教育と識字率向上月間によせて  

 



『ロータリーの友』月間に因んで 

ロータリーの友 地区代表委員 初田 隆生 

９月の「ロータリーの友月間」は、10月の米山月間と同様に、日本独自の月

間になります。RI理事会が、2015-2016年度から特別月間を大きく変更したの

に伴い、従来４月に設定されていた「雑誌月間」はなくなりました。 

そこで、ロータリーの友委員会・理事会の決定で、９月を「ロータリーの友

月間」として新設し、現在に至っています。 

 ロータリーの友 地区代表委員は「ロータリーの友委員会」に属しており、

その職務は、毎月、発行の１週間くらい前にロータリーの友が郵送されてきま

すので、それを熟読して、表紙・装丁・記事・編集などのあらゆることについ

て、感想や評価、意見などを毎月15日までに提出することになっています。 

「ロータリーの友委員会」とは別の、「一般社団法人 ロータリーの友事務所」によって、『ロータ

リーの友』は発行、運営されています。編集およびそれに伴う業務は、その「友事務所」の理事会が

審議、決定し、実務は「友事務所」の職員が行っています。 

1952年４月、大阪市で開催された地区大会において、1952年まで１つだった日本のロータリーが、

次の年度1952-1953年度から２つの地区に分割されることが決まっており、“今まで共に活動してき

た仲間同士なのだから、分割されても繋がりを持っていたい”という思いのもと、2つの地区になっ

てからも連絡を緊密にするために、共通の機関紙『ロータリーの友』の創刊が企画されました。 

  1953年１月に発行部数3,300部で創刊され、定価は50円

でした。その後、定価は改定され1962年12月号までは定価

100円で、1963年１月号から1974年12月号までは定価110円

でした。1975年１月号から現在まで定価200円で続いてきて

おり、現在の発行部数は約90,000部あまりです。 

RI本部で編集、発行しているRIの機関

紙は『The Rotarian』です。『ロータリー

の友』は、ロータリー地域雑誌で、日本

のロータリアンは『ロータリーの友』また

は『The Rotarian』を購読する義務があ

ります。地域雑誌は、全世界で32誌あ

り、『The Rotarian』から指定される記事

を、その地域で使われている言語に翻訳して掲

載しなければなりません。  

[ 次ページへ ] 



横組みと縦組みについてですが、＜横組み＞は、ＲＩからの情報、ロータリー特別月間に関する特

集といったロータリー地域雑誌としての公式な情報を掲載しており、ＲＩの動きや情報を知ることが

できます。＜縦組み＞は、創刊当時からのロータリアンの想いを継承するもので、どのようなクラブ

があって、どのような活動をしていて、どのようなロータリアンがいて、どのようなことを考えてい

るのか、という日本国内の仲間同士の交流の場ですので、主に投稿記事が中心となっています。 

2019-2020年度の『ロータリーの友』編集企画についてですが、「この人を訪ねて」（縦組み）の

コーナーが始まりました。前年度までは「クラブを訪ねて」というコーナーでしたが、ロータリアン個

人にスポットを当て、その人の職業に対する考え方、職業とロータリーとの関わりを紹介していきま

す。 

次に、新コーナー「侃々諤々（かんかんがくがく）」では、年４回、テーマを決めてご意見を広く募

集します。第１回のテーマは、「例会の服装、どうしていますか？」ということで、原稿は７月22日に〆

切られていまして、10月号以降に掲載の予定です。 

また、新コーナー「日本のロータリー100年」では、2019年10月号から写真で、「日本のロータリー

の100年」を振り返る記事を掲載する予定になっています。 

同じく新コーナー「私の宝物」では、「友愛の広場」の欄内で、愛用品・家宝・思い出の品・家族・ペッ

トなどの宝物を紹介します。以上のようなことが、本年度の編集企画の取り組みになります。 

「ロータリー日本１００年史」については、2020年10月に発刊を予定しています。提供の方法や販売

か配布などは、制作費用が明らかになり次第、編纂委員会で確定し各クラブへ案内をすることに

なっているとのことです。 

皆さんへのお願いですが、『ロータリーの友』の誌面充実のために、ぜひ投稿して頂きたいと思い

ます。投稿した際の掲載率は７割以上だそうです。 

東京での地区代表委員の会合に出席し、『ロータリーの友』に携わっている編集長や職員の皆さ

ん、その他多くの関係者の方々にお会いし、お話を聞きますと、情熱を注がれて、一生懸命になって

作られている素晴らしい雑誌であることがよくわかります。どうか興味を持たれた記事だけでも結

構ですので、『ロータリーの友』をご愛読頂ければと思いますので、よろしくお願い致します。  



ガバナー公式訪問 

7月31日（水） 田辺東ロータリークラブ 

会長：中嶋 伸和    

幹事：早稲田 清司  

 

 

7月31日（水） 御坊東ロータリークラブ 

会長：稲垣 崇    

幹事：森本 弘之  

 

 

8月1日（木） 田辺ロータリークラブ 

会長：白井  浩  

幹事：古谷 典子 

 

 

8月2日（金） 美原ロータリークラブ 

会長：武部 純子  

幹事：脇田 裕行 

 

 

 

8月5日（月） 和歌山アゼリア 

          ロータリークラブ 

会長：藤田 眞佐子   

幹事：藤戸 輝洋  

 

 

8月6日（火） 御坊南ロータリークラブ 

会長：寺井 政義  

幹事：喜多 英隆  

 

 

8月7日（水） 粉河ロータリークラブ 

会長：中谷 新治   

幹事：原  伸行  

 

 

8月7日（水） 羽曳野ロータリークラブ 

会長：黒川 健三  

幹事：市口 廣文  

 

 

8月8日（木） 岩出ロータリークラブ 

会長：中谷 貴之    

幹事：明渡 眞幸   

 

 

8月8日（木） 海南西ロータリークラブ 

会長：坂上 欣也   

幹事：岩崎 利明  

 

 

 

[ 次ページへ ] 



ガバナー公式訪問 

8月9日（金） 白浜ロータリークラブ 

会長：津多 定     

幹事：藤田 正夫   

 

 

8月19日（月） 和歌山北ロータリークラブ 

会長：重根 康志     

幹事：福田 玉緒   

 

 

8月20日（火） 松原ロータリークラブ 

会長：加藤 清久   

幹事：松本 泰仁  

 

 

8月21日（水） 和泉ロータリークラブ 

会長：濵田 雅嘉   

幹事：渡辺 隆一  

 

 

 

8月21日（月） りんくう泉佐野 

          ロータリークラブ 

会長：大野 智史   

幹事：岩田 利明   

 

 

8月22日（木） 和歌山東ロータリークラブ 

会長： 赤井 雅哉   

幹事： 佐藤 義記  

 

 

8月22日（木） 和泉南ロータリークラブ 

会長：塚田 昌久  

幹事：髭  定幸   

 

 

8月23日（金） 御坊ロータリークラブ 

会長：永楽 務    

幹事：平野 恵一   

 

 

8月26日（月） 堺南ロータリークラブ 

会長：中瀬 寿隆    

幹事：中田 紘武  

 

 

 

8月26日（月） 太子ロータリークラブ 

会長：松本 康孝      

幹事：宮脇 帝二    

 
[ 次ページへ ] 



ガバナー公式訪問 

8月27日（月） 田辺はまゆう 

        ロータリークラブ 

会長：山本 康夫     

幹事：竹田 直人    

 

 

8月28日（水） 和歌山東南ロータリークラブ 

会長：谷口 拓    

幹事：赤在 依美   

 

 

8月28日（水） 松原中ロータリークラブ 

会長：上西 義隆     

幹事：柴田 勝久  

 

 

8月29日（木） 橋本ロータリークラブ 

会長：松山 雅昭   

幹事：村山 榮男   

 

 

8月29日（木） 河内長野高野街道 

        ロータリークラブ 

会長：安井 史郎    

幹事：浅井 雅宏    

 

 

8月30日（金） 高野山ロータリークラブ 

会長：藤田 光寛     

幹事：竹本 良昭   

 

 

8月31日（土） Rotary E-Club Sunrise 

                           of Japan 

会長：西井 一浩     

幹事：新居田 章  

日本のロータリー 

百周年を祝う鐘 



地区活動報告 

青少年奉仕プログラム 研修及び懇親会 

 地区では、7月27日(土)に大阪府泉大津市の「うお健」において、青少年奉仕プログラム

における研修及び懇親会を開きました。新年度のスタートにあたり、地区と各クラブが情報

を共有し、広く情報交換と交流を図るため、関係委員会の委員をはじめ、 各クラブから社会

奉仕委員長、青少年奉仕委員長等、８０名が参加しました。 

 

 藤井 秀香ガバナーエレクトの開会点鐘、挨拶にはじまり、丸

山 信仁 特別幹事(青少年担当) の挨拶に続いて、趣旨説明、

橋本 竜也 青少年･ライラ委員長、近藤 本淳 インターアクト委

員長、永野 祥司 ローターアクト委員長、豊岡 敬 青少年交

換委員長から、各小委員会の活動説明が行われました。 

 

  研修会では、「知っておくべき青

少年奉仕における危機管理」につ

いて、第2680地区 危機管理委員

会委員長の黒田 建一様、「青少年

奉仕におけるクロスポロモーション

の意味と役割」について、 第2680

地区 社会奉仕委員会副委員長の

坂東 隆弘様から、それぞれ講義が

あり、参加者は熱心に受講いたしま

した。 

 研修会終了後には、懇親会も行われ、情報交換と友好を深め、盛会裏に終了しました。 



クラブ活動報告 

世界遺産高野山にて世界遺産ノートルダム大聖堂義援金募金活動を実施 

河内長野高野街道ロータリークラブ 

 2019（令和元）年7月21日、和歌山県の世界遺産 高野山の壇上伽藍にて河内長野高野街道ロータリー
クラブ（安井 史郎会長）は高野山ロータリークラブ（藤田 光寛会長）と共に「伽藍ちょこっと案内プログ
ラム」及びノートルダム大聖堂義援金募金（TERA KO-YA（テラコウヤ）主催）に協賛参加した。  

 当日は同じくプログラムに参加したアルクKiddyCat英語教室（橋本市隅田教室、橋本市御幸が丘校、枚
方市MapleLeaves校）に通う小中学生など約70名が高野山を訪れた国内外からの観光客に英語と日本語
で壇上伽藍の諸堂を案内しながら募金への協力を呼び掛けた。また、小中学生は案内をした海外からの
観光客と住所交換し、文通を行うなど今後の英語学習に繋げるなど、学びの聖地 高野山壇上伽藍で沢
山の素敵な出会いが生まれた。当クラブから辻秀和PDGらが参加し、今年度お世話をしている米山記念
奨学生の范駿君も共に世界遺産の復興を祈った。 

 集まった義援金31,353円は同日、英語教室を代表する子供たちと高野山ロータリークラブ藤田光寛会
長や当クラブ浅井雅宏幹事、TERA KO-YA岡本弥生代表から高野町平野嘉也町長に寄託し高野町が実施
している募金分と合わせて、駐日仏政府機関へ後日送られる。寄託する際の様子は毎日新聞と読売新聞
の取材を受け広報にも寄与する活動となった。 

 「伽藍ちょこっと案内プログラム」は次回、9月3日午後1時～午後3時、9月15日午前10時～午後3時まで
高野山壇上伽藍にて実施予定。高野山開創の聖地を子供達に案内されたい方は是非、高野山壇上伽藍
へご参拝下さい。 

関連リンク： 

https://www.facebook.com/tera.koya.koyasan/posts/2360366050846089?notif_id=1563726492140058&notif_t=page_post_reaction （TERA KO-YA） 

https://mainichi.jp/articles/20190728/ddl/k30/040/214000c?fbclid=IwAR06NAy6r6sYBUeVFgdxk3RH4cHi5CxncJfc9zglRptChdn5V4QL8daXw7Q （毎⽇新聞7/28掲載） 

高野町長への寄託セレモニー フランスからの観光客による募金 子供達から英語の案内を受ける海外の観光客 

募金に協力する米山記念奨学生の范君 お遍路さんからの募金 

午後の部参加者の集合写真  



クラブ活動報告 

ふるさと海南まつりに出店 「収益金をポリオ撲滅に寄付」 

海南東ロータリークラブ 

 海南東ロータリークラブ（会長 寺下 卓）は、お盆の8月13日（火）、「第

27回ふるさと海南まつり」に出店。収益金をロータリー財団のポリオ（骨髄

性小児麻痺） 撲滅資金に寄付します。 

 ふるさと海南まつりは、市民の多くの参加により、お盆でふるさとに

帰省する家族を温かく迎え、人と人との交流と憩いのまつりとして、毎

年開催されている海南市の夏の最大のおまつり。広く市民の方にロータ

リーを知ってもらい公共イメージの向上とポリオ撲滅をアピールするこ

とを目的に「ロータリーデー」として、今回、初めて出店しました。 

 商品は、今、流行のタピオカドリンク。このほかにビールやソフトドリンクなどを販売。台風の

影響も心配しましたが、当日は快晴。大盛況、大繁盛で終えることができました。 

 振り返れば、企画段階から沢山の意見や提案があり、理事会での試飲会をはじめ、特に販

売メニューなどは、見事に的中！完売御礼です。皆の意見や提案が、いかに重要かを痛感し

ました。みんなで知恵やアイディアを出し合い、準備し、助け合い、一緒に汗をかくことで、多

くの成果が得られたと思います。売上金は、合計で157,200円となりました。タピオカドリンク

（価格300円）は完売の約350杯。その他のドリンクで210杯、計560杯が売れました。仕入、経

費を差し引いた収益金は、50,264円となり、ポリオ撲滅の資金に寄付します。 

 特に感じたことは、スタッフ一同、業種は違えでも、さすがロータリアン！ベテランの職業人

であり、接客や販売、運営では素晴らしいものがありました。職業奉仕の賜物です。また、当日

直接、関わった人だけではなく、多くのメンバーがＰＲ活動、間接的な協力や応援、激励が

あってこその成功だと思います。結果、多くの市民の方にロータリーをアピールし、知っても

らうことができたと思います。ご来店の皆さん、本当に有難うございました。 

 



2021-22年度国際ロータリー会長に 

インドのシェカール・メータ氏が選出される  

国際ロータリー会長指名委員会は、カルカッタ-マハナガル・

ロータリークラブ（インド、西ベンガル州）所属のシェカール・メータ

氏を2021-22年度国際ロータリー会長に選出しました。対抗候補

者がいない場合、同氏は10月1日に会長ノミニーとして宣言され

ます。  

メータ氏は、現在の会員傾向には課題があり、会員増強がロー

タリーの最優先事項となるべきであると述べています。地域的な

計画、ローターアクターのロータリークラブへの移行、多様性と女

性会員の増加によって、毎年5パーセントの会員数純増が達成で

きると確信しています。  

「世界の各地域に合った効果的な解決策を模索するために、大規模なブレインストーミ

ングが必要です」とメータ氏。さらに、地域的な解決策を引き出すためには、各地域の価値

観や文化を念頭に入れるべきとし、「1つのやり方をすべてに適用することはできない」と

話します。ロータリーが新しい地域や国に拡大していくことができると考えています。  

ロータリーの戦略計画の一部として、クラブが行動計画を用いることを奨励すると共

に、ロータリーの中核的価値観を強化する計画です。 

メータ氏はさらに、政府や企業とのパートナーシップ、ロータリーの重点分野を専門とす

る組織とのパートナーシップ拡大、テクノロジーへの投資に焦点を当てることで、ロータ

リーがより現代化し、適応力を高める必要があると述べています。自身が設立した不動産

開発会社「Skyline Group」の会長で、会計士でもあります。また、カナダを本拠とする

「Operation Eyesight Universal (India)」のディレクターも務めています。災害救援活動に

積極的に参加してきたメータ氏は、シェルターボックス（英国）の理事です。2004年に発生

したインド洋での津波の後、被災者のための約500戸の家の建設を支援しました。南アジア

で1,500件以上の心臓外科手術を提供したプログラムを立ち上げたメータ氏は、インド全

土での識字率向上をはかる「TEACHプログラム」の創設にもかかわり、このプログラムを

通じて何千もの学校に支援を提供しました。1984年にロータリーに入会したメータ氏は、RI

理事、複数の委員会の委員および委員長、ゾーンコーディネーター、研修リーダー、ロータ

リー財団専門家グループメンバー、地区ガバナーを歴任したほか、インド・ロータリー財団

の会長を務めています。超我の奉仕賞、ロータリー財団功労表彰状、特別功労賞を受賞し

ており、ラシ夫人と共にメジャードナー、遺贈友の会の会員です。 



分科会の提案書をご提出ください！ 

アロハ、ロータリー！  

 ハワイのホノルルで開催される2020年ロータリー国際大会（6月6～10日）は、

あっという間に開催日がやってくることでしょう。のんびりしていると事前に登

録できるさまざまな機会を見逃してしまうかもしれません。美しい楽園ハワイ

で、世界中から参加する人たちと交流し、学びを深め、一流のエンターテイメント

と世界屈指のビーチを楽しみましょう！ 

 多くのロータリーファミリーに伝えたい、紹介したいと感じているアイデアや

プロジェクトがあるという方は、分科会の提案書をご提出ください。 

提出期限は9月29日（日）です。 

h ps://rotary.qualtrics.com/jfe/form/SV_6PaymfU2b2RbXed  













ロータリーへようこそ！ 
 地域社会を基盤により良い世界をめざして活動する120万人の会員から成る世界的ネットワー
ク、ロータリーへようこそ。 

 ロータリーの強さは、会員にあります。会員一人ひとりがクラブにもたらすスキル、経験、熱意
が、それぞれの地域に、そして世界に変化をもたらします。会員が一体となれば、子どもたちを苦
しめるポリオ（急性灰白髄炎）を世界からなくし、平和の担い手を育て、疾病、飢餓、識字、貧困と
いった問題も少しずつ解決できると私たちは信じています。 

交流を通じてアイデアを広げ、社会奉仕への熱意を共にする人たちと生涯にわたる友情を築く。
それが、ロータリーのコミュニティです。クラブ、地区、国際ロータリーのリソースを最大限に活用
し、積極的に参加してください。 

 

はじめよう 

 クラブのプロジェクトや活動に積極的に参加すれば、ロータリーでの経験がさらに楽しく実り豊
かなものとなるでしょう。 

参加の方法はさまざまです。以下にほんの一例をご紹介します。 

・自分の知識やスキルを生かせるクラブ委員会に参加する 

・地域社会が抱えるニーズを突き止め、それに取り組む参加型奉仕活動を提案する 

・クラブが提唱している青少年奉仕プログラム（ローターアクトやインターアクトなど）を援助する 

・青少年交換留学生の世話をする 

・地区のロータリー青少年指導者養成（RYLA）プログラムのイベントを企画する 

・同僚や友人にクラブへの入会を勧める 

 

もっと多くのロータリアンと出会おう 

 ロータリーの世界的ネットワークを通じて、日本だけでなく、海外でも知り合いや友人をつくり
ながら、世界中の地域社会のための支援ネットワークを広げることができます。 







地区では、登録率 ５０％UP を目標にしています。皆さんのご協力をお願いします。 



ガバナー月信は、地区と地区内クラブの
情報交流を促進し、各クラブの運営、活動に
活かせてもらうため、情報収集に努めてい
ます。皆様の寄稿、ご協力をお願いします。 

具体的には、記念事業や特別例会、クラ
ブ奉仕活動、親睦活動（家族会、親睦旅行、
同好会等）や会員増強等、職業奉仕（講演
会、講習会、視察等）、社会奉仕（清掃活動、
福祉・教育支援事業等）、国際奉仕（友好クラ
ブとの交流、各社会奉仕プロジェクト）、青少
年奉仕（青少年交換、インターアクト、ロー
ターアクト、ライラ等）、そのほか、ロータリー
財団、米山記念奨学会等の活動などの案
内、募集、報告等の寄稿をお願いします。 

また、ご提供いただける情報は、文書面、
資料、写真をＦＡＸ、封書等又はメールでガ
バナー事務所へご送付ください。 

月信では、引き続き、国際ロータリー、地
区、クラブの情報をとりまとめ、掲載情報の
収集等、紙面の充実に努めてまいります。 

ご協力、よろしくお願いします。 

国際ロータリー第2640地区 ガバナー事務所     〒640-8331 和歌山市美園町3-34 けやきONE 301号室          
                                              TEL（073）426-2640 FAX（073）426-2660 
                                              E-Mail:nakano@rid2640g.com 

国際ロータリー第2640地区  

ガバナー事務所 アクセス 

JR和歌山駅西口から徒歩7分 阪和道、和歌山インターから約10分 

9月の行事予定表 


